
Ⅲ-5-（3）健康管理（保健管理センター） 

 

1. 保健室 

保健室は病気や外傷の応急処置のほか、学生の健康を保持増進させるための保健指導、病気や身体的な悩みな

どの健康相談を行うとともに、流行疾患や学内で報告された感染性疾患の把握、注意喚起等の文書掲示による学

内の蔓延防止に努めています。 

      学内において突発的な怪我をした時、体調が思わしくないときは、保健室まで申し出てください。保健室職員が不 

在の場合は、学務課へ申し出てください。また、保健室に内服薬はありません。必要な薬は自分で用意し、常に携帯す 

るようにしてください。  

 

2. 健康相談 

学校生活における身体的な悩みや病気など、健康に関する相談ごとがある場合、保健室で相談を受け付けていま 

す。必要に応じて医療機関についての情報提供や案内も行っています。マイナンバー保険証は常に携帯してください。 

学生相談の相談内容は秘密義務によって守られています。※詳細は健康管理（学生相談室）を参照 

 

3. 定期健康診断 

      学校保健安全法に基づき定期健康診断（年 1 回実施・無料）を実施しています。慢性疾患や自覚のない病気の 

早期発見と健康状態を知ることを主目的として実施します。学外実習先に健康診断書の提出が必要となりますので、 

必ず全員受診してください。受診していないと、学外実習先に提出する健康診断書を作成できません。また、学外実 

習、体育実技（必修）を履修できない場合や、奨学金を借りられない場合もありますので、必ず受診してください。 

 

4. 感染症対策 

  新入生を対象に麻疹・風疹のワクチン接種や、罹患歴の確認をしています。 

 

5. 学外実習にあたっての検査・予防接種 

  臨床（臨地）実習、教育実習、介護等体験、アスレティックトレーナー実習等の学外実習を行う場合は、実習先から

感染症の抗体検査、ワクチン接種が求められることがあります。 

実習に必要な検査、ワクチン接種については、各学科からガイダンスがあります。 


